
第３回 十和地域まちづくり推進協議会 会議録要旨 
 

 

【日 時】 平成３０年１月３１日（水）午後７時００分～８時３０分 

 

【出席者】武内孝徳委員、山本拓也委員、山本卓委員、安藤岳委員、中平ゆかり委員、松下洋平委員 

中野千里委員 

 

【傍聴人】八木雅昭氏 

 

【行政側】竹本地域振興局長、酒井町民生活課長、川上地域振興課主事 

 

【事務局】冨田地域振興課副課長 

 

【議事及び質疑応答】 

 

（１） 十和地域における山間地域の交通手段等について 

  ◯冨田_地域振興課副課長が説明 

 

（山本拓也委員） 

  意見書を出しても、具体的な案がなければ町も対応が難しいのではないか？意見書を出した後も

継続的に具体的な案を作っていくよう話合う必要があると思う。 

 

（安藤岳委員） 

  では、具体案を幾つか挙げて、様子見をしてみてはどうか？とりあえず、具体案の一つとしてコ

ミュニティバス大道線の運行回数の増加を提案する。 

   

 （武内孝徳委員） 

  窪川には公共交通が充実しているが、十和にはそれがない。そのため、高齢者達が免許返納した

くてもできない状況にある。もっとタクシーなどを充実させて欲しいと思う。 

   

 （松下洋平委員） 

  免許返納に関して、免許返納者に対して、返納者限定で利用できるタクシーなど支援や補助など

があるといいのではないだろうか？ 

  

 （山本拓也委員） 

  スクールバスに一般人が乗るのはダメか？ 

 

 （竹本地域振興局長） 

  ダメという訳ではないので、利用自体は可能。 

 

 （山本拓也委員） 

  それなら、スクールバスを有効に活用したらどうだろう。高齢者に限らず、働いている人も乗れ

るようにし、料金はちょっと高めに設定して高齢者は割引にしたりしては？混乗することで、乗車

客同士でコミュニケーションも取れていいと思う。 

 

 （中野千里委員） 

  利用料だけではなく、運行の時間帯などに配慮して利便性を高めるといいのでは？ドライバーに

ついてはゴミ収集のドライバーを収集当番外の日に雇ったりしたらいいんじゃないか？ 

   

 

 



 

（安藤委員） 

  結論として、コミュニティバス大道線の週２回運行、タクシー会社の存続に向けた支援、免許返

納の推進・支援、それに伴う交通手段の検討、スクールバスへの混乗、社会人も利用したくなる仕

組みづくりを意見書に添付する具体案として挙げさせてもらう。 

 

 

（２） 十和地遊び場の環境整備町民構想について 

  ◯酒井_町民生活課長が説明 

  

（安藤岳委員） 

  A 案で学校を統合するにしても公園が作りたいという理由では統合できないと思う。 

   

 （酒井_町民生活課長） 

  その通りだが、地区や PTA といった地域の人から統合が子どものためになるという意見があれば

統合はしやすい。 

 

 （竹本_地域振興局長） 

  教育委員会からも統合については話が出てきており、そう遠くない内には話の場を設けるように

なると思う。 

 

 ※統合の話題が主になり、児童公園については意見なし。 

 

 

（３） その他 

◎小鳩保育所保護者が取りまとめてくれた意見について 

  ◯冨田_地域振興課副課長が説明 

   

 （安藤岳委員） 

  空き家の件はどうにかなるのか？駅の意見は実現が難しいと思う。 

 

 （冨田_地域振興課副課長） 

  にぎわい創出課が空き家対策を担当しているが物件があっても貸してもらえなかったりと難しい。

駅については以前にもそういう意見があり、JR にも聞いてみたがやはり実現は難しい。 

 

 （中野千里委員） 

  街灯についてだが、地吉にも街灯がなく、子どもが危ない。現在、地吉は子どもが多いためなお

さら対策は必要だと思う。 

 

 （竹本_地域振興局長） 

  街灯については、県の土木事務所などに今後掛け合っていくようにする。 

 

 （冨田_地域振興課副課長） 

  街灯については交通の面に入ってくるので、交通手段の意見書に盛り込ませてもらう。 

 

 （松下洋平委員） 

  小児科の実装はやっぱり難しいか？ 

 

 （竹本_地域振興局長） 

  小児科は専門職になる上、へき地には内科医ばかりなので難しいと思う。 

 



 （山本拓也委員） 

  十和に限らず町内に小児科などの専門科がないのはマズいと思う。ので、1 ヵ所でもいいので整

備して、あとはそこまでの交通手段の整備をしたらどうだろう。 

 

 （冨田_地域振興課副課長） 

  子どもの習い事については地域おこし協力隊が窪川でサッカーを教えていたりするので、習い事

の場を増やすという点について可能性は０ではない。遊び場も体育館を使えたりするのでこちらも

可能性はある。 

 

 （酒井_町民生活課長） 

  遊び場については隣保館もぜひ使って欲しい。 

 

 （中野千里委員） 

  たくさん意見が出るのはいいと思うが、ひとまず実現できるものを幾つか絞って実現してみては

どうだろう。 

 

 ※今後に向けて、実現できる可能性のある「未就学園児の一時保育」「子どもの習いごとの場づくり」 

  「雨天時の子どもの遊び場づくり」を課題として決定。 

 

 （冨田_地域振興課副課長） 

  次回に向けて、課題に関して委員の皆さんも情報を集めておいて欲しい。 

 

 （安藤岳委員） 

次回は 3 月の現委員の任期中、時間は６時半からで開催を予定する   

  

― 終 了 ― 


